
詠
歌
一
体

(
広
本
)

の
諸
本
と
成
立

l土

じ

め

「詠
歌
一
体
」
(
広
本
)
の
諸
本
と
そ
の
分
類
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
に
考
察
し
た
り
解
説
し
た
り
す
る
機
会
が
何
度
か
あ
っ
た
。
し

か
し
、
最
近
の
研
究
の
進
展
に
伴
い
再
考
し
て
み
る
と
、
従
前
の
拙

論
は
大
き
な
錯
誤
を
含
ん
で
い
た
こ
と
に
思
い
至
る
。
そ
の
一
つ
は

二
条
家
系
統
為
氏
奥
書
本
(
天
理
図
書
館
蔵
本
)
の
位
置
づ
け
の
問

題
で
あ
り
、
二
つ
は
冷
泉
家
系
統
為
相
本
(
秋
田
大
学
蔵
本
)
の
位

置
づ
け
に
関
す
る
問
題
で
あ
る
。

再
考
を
促
さ
れ
た
直
接
の
き
っ
か
け
は
、
近
年
、
小
林
一
彦
氏
に

よ
っ
て
、
秋
田
大
学
本
は
外
題
を
含
め
全
冊
為
秀
の
書
写
に
な
る
写

本
で
、
書
写
年
次
は
奥
書
に
い
う
建
武
三
年
を
含
め
た
そ
れ
以
降
の

南
北
朝
初
期
と
推
定
す
る
新
説
を
提
示
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
す
な

わ
ち
従
前
の
理
解
で
は
、
冷
泉
家
系
統
本
を
、
奥
童
日
の
指
示
す
る
と

こ
ろ
に
従
っ
て
、

(
上
)

佐

i宣

t佐

藤

第
一
類
(
為
相
本
)

秋
田
大
学
蔵

第
二
類
(
為
秀
本
)

河
野
美
術
館
蔵
『
詠
歌
一
体
』

(為
秀
筆
)
ほ
か
四
種

と
分
類
し
て
記
述
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た
が
、
童
日
写
者
と
書
写
年
次

に
つ
い
て
の
小
林
氏
の
新
し
い
見
解
は
、
虚
心
に
検
討
し
て
み
る
と

全
く
正
当
で
、
異
論
の
余
地
は
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。
秋
田
大
学
本

は
、
為
秀
筆
本
の
一
本
と
し
て
位
置
づ
け
直
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

小
林
氏
は
、
な
お
為
相
筆
本
の
存
在
や
、
為
家
自
筆
本
の
存
在
ま
で

を
否
定
し
て
は
お
ら
ず
、
そ
の
点
で
不
徹
底
の
誘
り
を
免
れ
な
い
と

考
え
る
。
稿
者
は
、
奥
書
中
に
い
う
「
嘉
元
之
比
」
「
柏
木
枯
株
」

為
相
の
筆
に
な
る
本
と
い
う
の
は
、
実
在
し
な
か
っ
た
し
、
完
全
な

る
自
著
を
自
筆
で
書
記
し
た
為
家
自
筆
本
と
い
う
の
も
か
な
り
疑
わ

し
い
と
考
え
て
い
る
。

再
考
し
考
究
を
続
け
る
過
程
で
浮
上
し
て
き
た
の
が
、
第
一
の
為

『
詠
歌
一
体
』

(
桑
門
某
写
、

為
秀
外
題
)
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氏
奥
書
本
の
位
置
づ
け
の
問
題
で
あ
っ
た
。
奥
書
識
語
な
ら
び
に
本

文
の
大
き
な
異
同
箇
所
か
ら
す
る
判
断
と
、
加
え
て
二
条

・
冷
泉
両

家
の
関
係
を
極
め
て
閉
鎖
的
に
考
え
て
き
た
こ
と
の
不
当
さ
が
炎
り

出
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
二
条
家
系
統
為
氏
本
の
本
文
は
、
冷
泉

家
系
統
為
秀
本
(
冷
泉
家
の
家
の
証
本
)
の
形
成
に
、
抜
き
が
た
く

極
め
て
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
ら
の
問
題
の
大
概
を
説
き
明
か
す
た
め
に
、
本
稿
で
は
ま
ず

最
も
基
礎
的
な
こ
と
が
ら
に
属
す
る
「
詠
歌

一
体
」
(
広
本
)
の
諸

本
を
博
捜
し
、
分
類
整
理
し
て
一
覧
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。

諸

分

類

本

こ
れ
ま
で
に
調
査
し
え
た
詠
歌

一
体
(
広
本
)
の
諸
本
を
、
「
奥

書
」
な
ら
び
に
「
本
文
内
容
」
の
特
徴
を
基
準
に
、
分
類
し
て
一
覧

す
る
と
、
以
下
の
と
お
り
と
な
る
。

二
条
家
系
統
本

第
一
類
①
天
理
図
書
館
蔵
(
九

一一

・
二
・
四
九
五
)
『
詠
歌
一
体
』

(
為
氏
奥
書
本
)
↓
『
日
本
歌
学
大
系
第
三
巻
」
所
収

②
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

(鷹

・
四
人
九
)
『
詠
歌
一
体
』
(
為
氏

奥
書
本
)
(
「
和
歌
聞
書
」
と
合
綴
)

第
二
類
③
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
蔵

(
L
・
一
一
O
七
・

T
A
)

『
三
賢
秘
訣
』

(
錯
簡
ア
リ
)

④
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

(一

二

0
・
六
九
八
)
「
三
賢
秘
訣
』

(
同
)

⑤
大
和
文
華
館
蔵

2
7
三
九
六
八
)
『
三
賢
秘
訣
』
(
同
)

⑥
今
治
市
河
野
美
術
館
蔵
(
三
三
二

・
六
四
七
)
「
三
賢
秘

訣
』
(
同
)

第
三
類
⑦
天
理
図
書
館
蔵
(
九
一

一
・
二
・
七
三
一
)
『
八
雲
口
伝
」

(
奥
書
ナ
シ
。
「
詠
歌
大
概
」

「
和
歌
口
伝

(
近
代
秀
歌
)
」

「
下
官
集
(
抄
出
こ
な
ど
を
後
付
)

⑧
島
根
大
学
附
属
図
書
館
蔵

(九

一一

・一

O
四
・

Y
一

六
)
桑
原
文
庫
『
八
雲
口
伝
』
(
奥
書
ナ
シ
。「
詠
歌
大
概
」

を
後
付
)

第
四
類

一
種
⑨
尊
経
閣
文
庫
蔵
(
一
三
・
二
書
)

『八
雲
口
伝

号詠歌
一体』

二
種
⑩
篠
山
市
立
図
書
館
蔵
青
山
文
庫
(
二
六
一
)
「
八
雲
口
伝

号詠歌
一体
』
(
奥
書
ナ
シ
)

第
五
類
⑪
九
州
大
学
附
属
図
書
館
蔵
細
川
文
庫
「
和
歌
六
部
抄
」

(四

七
・
五
四
三
・
ワ
・

三
七
)
の

内
「
八
雲
口
伝

号
詠
歌
一
体
』
(
三
重
県
立
図
書
館
「
和
歌
六
部
抄
」
、
祐
徳
文

庫
「
和
歌
六
部
抄
」
他
も
)
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⑫
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
和
歌
部
類
抄
」
(
三
五
三

・
一
O
二
)

の
内
『
八
雲
口
伝
号
詠
歌
一
体
』
(
立
教
大
学
附
属
図
書
館

「
和
歌
秘
書
部
類
」
大
洲
市
立
図
書
館
「
和
歌
秘
抄
部
類
」

他
も
)

⑬
天
理
図
書
館
蔵
「
和
歌
秘
抄
」
(
九

一
一
・
二

・
六
三
五
)

の
内
「
八
雲
口
伝
号
詠
歌
一体
』
(
熊
本
大
学
附
属
図
書
館
北

岡
文
庫
(
「
和
歌
秘
抄
」
、
東
京
大
学
国
文
研
究
室
「
和
歌

秘
抄
」
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
久
松
本
「
和
歌
秘
伝
抄
」

他
も
)

⑭
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
(
二
六
六

・
三
九

O
)

『
八
雲

口
伝

号
詠
歌
一
体
』

⑮
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
(
一
一
六
六
・
二
四
九
)
『
八
雲
口
伝

号詠歌
一体」

⑮
元
禄
九
年
八
月
刊
本
「
八
雲
口
伝
号
詠
歌
一体
』

⑫
刊
本
「
和
歌
六
部
抄
」
の
内
『
八
雲
口
伝
号
詠
歌
一体』

⑮
元
禄
十
五
壬
午
孟
春
日
刊
本
「
和
歌
古
語
深
秘
抄
」
の
内

「
八
雲
口
伝
号
詠
歌
一体』

第
六
類
⑮
歴
史
民
族
博
物
館
蔵
高
松
宮
本
「
八
雲
口
伝
号
詠
歌
一
体
」

冷
泉
家
系
統
本

第
一
類
「
散
位
為
秀
」
(
「
左
少
将
藤
原
為
秀
」
加
証
識
語
)
筆
本
。

(
Z
8
以
前
書
写
)

@
今
治
市
河
野
美
術
館
蔵
(
二
一
五
・
六
五
一
)
『
和
寄

一

体
』
(
為
秀
筆
)

⑫
蓬
左
文
庫
蔵
(
一
O
七
・
ニ
『
為
秀
歌
話
」

第
二
類

「右
近
権
中
将
為
秀
」
筆
本
。
(
口
当

l
z
g
問
書
写
)

⑮
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
詠
歌
一
体
』
(
為
秀
筆
)

⑧
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵
(
ル
三

O
五
・
一

O
五
)
「
詠
歌

一体」

⑮
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
(
古

一
七
・
一
二
三
五
)
「
歌
道

之
書
』

⑮
三
手
文
庫
蔵
(
歌

・
久
)
『
詠
歌
一
体
』

⑫
北
海
学
園
大
学
蔵
北
駕
文
庫
(
文

・
一
七
五
)
『
八
雲
口

伝』

⑮
架
蔵
『
和
歌
一
体
』

⑮
天
理
図
書
館
蔵
(
九
一
一

・
三
・
タ
五
)
『
詠
歌

一
体
』
↓

岩
波
文
庫
『
中
世
歌
論
集
』
所
収

⑩
篠
山
市
立
図
書
館
蔵
青
山
文
庫
(
一
四
九
)
『
和
歌
一
体
」

第
三
類
「
羽
林
枯
株
」
為
秀
筆
本
。

(
5
2
直
前
こ
ろ
書
写
)
(
為

秀
筆
本
ハ
現
存
セ
ズ
)

@
徳
川
美
術
館
蔵
(
歌
書
二

・
四
)
「
和
歌
秘
抄
』
(
了
俊
筆
)

↓
『
歌
論
集
一
』
所
収
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⑨
蓬
左
文
庫
蔵
(
一
・
九
一
一
)
『
為
家
卿
和
歌
之
書
』

第
四
類
「
参
議
兼
侍
従
藤
原
為
秀
」
筆
本
。

(
5
8
H
ω
由

N

問
書

写
)
(
為
秀
筆
本
ハ
現
存
セ
ズ
)

⑮
松
浦
家
旧
蔵
「
詠
歌
一
体
』
(
所
在
不
明
。
為
秀
筆
奥
書
写

真
ノ
ミ
史
料
編
纂
所
蔵
)

⑧
大
谷
大
学
附
属
図
書
館
蔵
片
仮
名
本
「
和
歌
一
体
』
(
不

明
除
籍
本
。
現
存
セ
ズ
)

⑮
島
原
市
図
書
館
松
平
文
庫
蔵
(
一
一
七
・
六
一
二
)
『
詠
歌
一

体
』
(
「
貞
治
四
年
五
月
二
十
六
日
」
某
書
写
奥
書
)

⑧
陽
明
文
庫
蔵
(
近
・
一
四
二

・
一
七
)
「
詠
歌

一
体
』
(
為

秀
奥
書
ナ
ク
、
貞
治
四
年
五
月
三
十
六
日
奥
書
以
下
)

⑪
董
庵
文
庫
蔵
(
三
一
号
・

四一

)
『
詠
歌
一
体
」
(
為
秀
奥
書

ナ
ク
、
貞
治
四
年
五
月
二
十
六
日
奥
書
の
み
)

⑧
高
城
功
夫
氏
蔵
(
「
古
今
集
名
所
」
「
和
歌
秘
々
」
合
綴
)

『
詠
歌
一
体
』
(
為
秀
奥
書
ナ
ク
、
貞
治
四
年
五
月
二
十
四

日
奥
書
の
み
)

⑧
尊
経
間
文
庫
蔵
(
九
六
・
古
)
『
詠
歌
一
体
』
(
為
秀
奥
書

ナ
ク
、
貞
治
四
年
五
月
二
十
四
日
奥
書
以
下
)

⑩
天
理
図
書
館
蔵
(
九
一
一

・
二
・
六
五
七
)
「
為
家
卿
和
歌

用
意
』
(
為
秀
奥
書
・
貞
治
奥
書
ナ
ク
、
正
保
三
一
年
書
写

奥
書
ノ
ミ
)

第
五
類

第
六
類

「
建
武
丙
子
歳
出
洗
十
九
日
桑
門
」
(
実
ハ
為
秀
)
筆
本
。

(
5
2
1
5
2
問
書
写
か
)

⑪
秋
田
大
学
附
属
図
書
館
蔵
(
九
一
一

・
二
五
・

T
a
八

一
)
「
詠
歌
一
体
」
(
嘉
元
頃
の
為
相
筆
本
を
建
武
士
一
年
桑

門
某
書
写
と
偽
装
)

「
権
中
納
言
為
秀
」
筆
本
。

(
5
2
1
5
2
問
書
写
)
(
為
秀

筆
本
ハ
現
存
セ
ズ
)

⑩
久
保
田
淳
氏
蔵
「
新
三
十
六
人
自
讃
歌
」
合
綴
無
題
本

⑩
宮
城
県
立
図
書
館
蔵
伊
達
文
庫

(
伊
九
一

一・

二
O
七
・

四
)
「
詠
歌
一
体
」

⑩
天
理
図
書
館
蔵
吉
田
文
庫

(八

一
・
吉
一
六
回
)
無
題
本

(「
為
家
卿
和
歌
口
伝
」
)

⑮
立
教
大
学
附
属
図
書
館
蔵
(
八
九
五
・
六
一

O
四

・
F
九

六
)
『
詠
歌
一
体
』

⑩
国
立
国
会
図
書
館
蔵
(
九
一
一
・
一

O
一
・四
)
「
詠
歌
一

体
初
学
抄
(
「
後
鳥
羽
院
消
息
」
合
綴
本
)

@
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
「
為
秀
御
詞
口
伝
抄
』
九
錯
簡
ア
リ
。

末
尾
部
欠
逸
)

⑩
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵

『
詠
歌
一
体
」
(
明
応
八
年
為
広

筆
。
「
自
讃
歌
」
他
と
合
綴
)
(
為
氏
奥
書
本
)
(
冷
泉
家
系

統
本
と
混
態
)
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本
文
の
主
要
異
同
箇
所
と
諸
本
に
お
け
る
あ
り
様

右
の
分
類
の
基
準
と
し
た
「
本
文
」
の
主
要
異
同
箇
所
を
掲
示
す
る

と
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
冒
頭

・
和
歌
を
一
諒
す
る
こ
と
か
な
ら
す
し
も
才
学
に
よ
ら
す
た
〉

心
よ
り

お
こ
る
事
と
申
た
れ
と

0

.
歌
を
詠
す
る
事
必
し
も
才
学
に
よ
ら
す
只
心
よ
り
起
る
事
と
申
た

れ

と

(

も

)

ム

.
歌
を
詠
す
る
事
必
し
も
才
学
に
よ
ら
す
た

、
心
よ
り
お
こ
る
こ

と

〉

申

た

れ

と

も

マ

.
和
歌
を
詠
事
か
な
ら
す
才
学
に
よ
ら
す
た
、
心
よ
り
お
こ
れ
る
事

と
申
た
れ
と

②
冒
頭
続
き

・
あ
る
へ
き
す
ち
を
よ
く
よ
く
心
え
て
歌
こ
と
に
お
も
ふ
と
こ
ろ
を

よ
む
へ
き
な
り

0

.
あ
る
へ
き
す
ち
を
よ
く
よ
く
心
得
入
れ
て
歌
こ
と
に
お
も
ふ
と
こ

ろ
を
よ
む
へ
き
な
り

0
 

・
あ
る
へ
き
す
ち
を
よ
く
よ
く
心
得
て

(
歌
を
)

よ
む
へ
き
な
り
ム

.
あ
る
へ
き
ゃ
う
を
よ
く
よ
く
心
得
て
歌
を
は
よ
む
へ
し

× 

-
あ
る
へ
き
を
よ
く
よ
く
心
得
て
歌
を
は
よ
む
へ
き
事
な
り

③
落
題

・
調

(
の
)
字
の
題
を
は

・
詞
の
字
の
あ
ら
は
れ
た
る
題
を
は

④

「
(
等
)
思
両
人
恋
」
の
例
歌

・
思
両
人
恋
い
つ
方
も
よ
か
れ
ん
こ
と
の
か
な
し
き
に
ふ
た
つ
に

わ
く
る
我
身
と
も
か
な

0

・
等
思
両
人
恋
津
の
国
の
生
田
の
川
に
鳥
も
ゐ
は
身
を
か
き
り
と

や

思

ひ

な

り

な

ん

×

・
等
思
両
人
恋
い
つ
方
も
よ
か
れ
ん
こ
と
の
か
な
し
き
に
ふ
た
つ

に
わ
く
る
我
身
と
も
か
な
(
二
行
分
ち
書
き
一
首
を
見
せ
消
ち
と

し
右
中
央
に
「
本
マ
、
」
、
左
下
半
に
「
是
は
平
懐
に
み
く
る
し
き

也
」
、
行
間
に
次
の
一
首
を
小
字
書
入
れ

「
つ
の
く
に
の
い
く
た
の

か
は
に
烏
も
ゐ
は
身
を
か
き
り
と
や
思
な
り
な
ん
」
ム

・
等
思
両
人
(
恋
)
い
つ
方
も
よ
か
れ
ん
こ
と
の
か
な
し
き
に
ふ
た

つ
に
わ
く
る
我
身
と
も
か
な

是
は
平
懐
に
み
く
る
し
き
也

津
の
国
の
生
田
の
川
に
鳥
も
ゐ
は
身
を
か
き
り
と
や
思
ひ
成
な
ん

5 
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-
等
思
両
人
恋
い
つ
方
も
よ
か
れ
ん
こ
と
の
か
な
し
き
に
ふ
た

つ
に
わ
く
る
我
身
と
も
か
な



津
の
国
の
生
田
の
河
に
鳥
も
ゐ
は
身
を
か
き
り
と
や
思
な
り
な
ん

⑤
難
題

・
難
題
を
は
い
か
や
う
に
も
よ
み
つ
つ
け
む
た
め
に
本
歌
に
す
か
り

で
よ
む
事
も
あ
り

0

・
難
題
を
は
い
か
や
う
に
も
本
歌
に
す
か
り
で
よ
む
事
も
あ
り
×

⑥
難
題

・
か
様
の
事
は
更
々
に
よ
む
へ
か
ら
す

0

・
か

様

の

事

は

こ

の

み

よ

む

へ

か

ら

す

ム

・
か
様
の
事
眼
前
な
ら
す
は
(
更
々
)
よ
む
へ
か
ら
す

×

・
か
様
の
事
は
眼
前
な
ら
す
は
こ
(
さ
)
の
み
詠
す
へ
か
ら
す
+

⑦
花
の
題
に

・
月

(の
題
)
に
暁
月
を
よ
(
ま
)
む
事
あ
る
へ
か
ら
す

0

・
月
の
題
に
暁
の
月
を
よ
ま
む
事
歌
合
に
は
あ
る
へ
か
ら
す
ム

・
月
の
題
に
暁
月
を
よ
む
事
歌
合
に
は
し
か
る
へ
か
ら
す

×

⑧
異
名

・
さ
れ
は
と
夜
半
の
夏
虫
と
も
よ
み
、
思
ひ
に
も
ゆ
る
か
け
な
と
よ

む
な
り

(
へ
し

)

0

・
さ
れ
は
夜
半
の
夏
虫
と
も
よ
み
、
も
ゆ
る
か
け
な
と
よ
む
へ
し
ム

・
さ
れ
は
夜
半
の
夏
虫
と
も
、
思
ひ
に
も
ゆ
る
な
と
よ
む
な
り
、
た

た
ほ
た
る
と
よ
む
へ
き
に
こ
そ

O 

⑨

「
近
代
よ
き
歌
と
申
合
ひ
た
る
歌
と
も
」
の
例
歌
四
首
日

・
旅
人
の
袖
ふ
き
か
へ
す
秋
風
に
夕
日
さ
ひ
し
き
山
の
か
け
は
し

O

一
首
ナ
シ

× 

⑩
 
・
そ
れ
を
難
し
て
う
き
か
せ
は
つ
く
も
う
き
雲
は
つ
風
に
て
こ
そ
あ

る
へ
き
を
な
と
よ
み
た
か
る

0

.
そ
れ
を
難
し
て
う
き
か
せ
は
つ
く
も
う
き
雲
は
つ
風
に
て
こ
そ
あ

る
へ
き
を
か
様
に
よ
み
た
か
る

0

・
そ
れ
を
難
し
て
う
き
風
は
つ
雲
な
と
よ
み
た
か
る
よ
し

x

⑪
「
か
さ
ね
調
の
事
」
例
歌

一
首
日

・
け
ふ
か
と
も
あ
す
と
も
し
ら
ぬ
白
菊
の
し
ら
す
い
く
よ
を
ふ
へ
き

我
身
そ

0

.
け
ふ
か
と
も
あ
す
と
も
し
ら
ぬ
白
菊
の
し
ら
す
我
身
は
い
く
よ
ふ

へ
き
そ

一
首
ナ
シ

6 

ム× 

× 

⑫
 
・
あ
は
れ
そ
の
人
の
歌
よ
と
お
ほ
え
て
風
情
な
き
ゃ
う
に
も
み
ゆ
人

に
例
の
こ
と
と
い
は
る
る
も

0

.
あ
は
其
人
の
歌
よ
と
お
ほ
え
て
風
情
な
き
様
に
も
み
え
人
に
例
の

事
と
い
は
る
る
も

0

.
あ
は
そ
の
人
の
歌
と
お
ほ
え
て
風
情
の
な
き
様
に
も
み
ゆ
人
に
例



の
事
と
い
は
る
る
も

・
あ
は
そ
の
人
の
歌
よ
と
人
に
例
の
こ
と
と
い
は
る
る
も

⑬

「
主
あ
る
こ
と
ば
」
前
文

・
こ
の
こ
ろ
(の
)人
の
よ
み
い
た
し
た
ら
ん
こ
と
は
さ
ら
/
L、
(に
)

よ
む
へ
か
ら
す

0

.
近
き
世
の
こ
と
ま
し
て
こ
の
こ
ろ
の
人
の
よ
み
い
た
し
た
ら
ん
詞

は
一
句
も
更
々
(
に
)

よ
む
へ
か
ら
す

×

⑭

「主
あ
る
こ
と
ば
」

・
「
雪
の
し
た
水
」

「空
さ
へ
か
け
て
」
「
月
に
う
つ
ろ
ふ
」
「
月
の
か

つ
ら
に
」
「
こ
が
ら
し
の
風
」
「
我
の
み
け
た
ぬ
」
の
六
語
あ
り
、

「
あ
や
め
そ
か
ほ
る
」

「雨
の
タ
く
れ
」
「
雪
の
タ
く
れ
」
「
月
ゃ
を

し
ま
の
」
の
四
語
な
く
、
合
計
四
五
語

0

・
六
語
な
く
、
四
語
あ
り
、
合
計
四
三
語

×

・
六
語
、
四
語
と
も
に
あ
り
、
合
計
四
九
語

。

⑮
「
主
あ
る
こ
と
ば
」
表
示
法

・
春
・
夏
・
秋

・
冬
・
恋
・
旅
に
部
類
表
示
し
て
、
詞
を
列
記

0

・
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
恋
・
旅
に
部
類
表
示
し
て
、
歌
一
首

(作
者

名
も
)
の
中
で
表
示

。

・
部
類
名
表
示
な
く
、
詞
の
グ
ル
ー
プ
別
け
を
残
し
て
表
示
ム

・
部
類
名
表
示
な
く
、
調
の
グ
ル
ー
プ
別
け
も
な
く
連
続
表
示

O 

⑮
「
主
あ
る
こ
と
ば
」
後
文

・
必
す
し
も
こ
の
歌
に
か
き
る
へ
か
ら
す
一
首
の
詮
に
て
あ
ら
ん

事
を
は
さ
ら
(
に
)
/
[
¥
思
ひ
よ
る
へ
か
ら
す

・
必
す
し
も
こ
の
歌
に
か
き
る
へ
か
ら
す

× 

O × 

以
上
の
異
同
箇
所
の
、
諸
本
に
お
け
る
あ
り
様
を
記
号
を
も
っ
て

一
覧
表
示
す
る
と
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

× 

泉家系冷
類四

家系条

四 三 五二 一
類 類 類 類 類 種種 類類類

空軍 望室 望 g本 g本 宮 望8本 2重 222 
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>;7 7 '9 6 x '" 0 ② 

00  00  O x x x x x x x x 0 0 ③ 

x x x x × 。。。 i1)i1)i1)i1) 000  ④ 

00  00  O x x x x x x x x 0 0 ⑤ 
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*
l

「
月
に
う
つ
ろ
ふ
」
「
色
な
る
波
に
」
無
。

*
2
「わ
れ
て
も
末
に
」「
身
を
木
枯
の
」
「
袖
さ
へ
波
の
」

無
。

*
3
「
わ
れ
で
も
末
に
」
「
身
を
木
枯
の
」
「
袖
さ
へ
波
の
」
無
。

*
4
「
雪
の
下
水
」
有
。

*
5
「月
に
う
つ
ろ
ふ
」
無
。

*
6
「渡
れ
ば
に
ご
る
」
無
。

*
7
「我
の
み
け
た
ぬ
」
無
。

四

二
条
家
系
統
本
か
ら
流
布
板
本
へ

二
条
家
系
統
本
、
第
一
類
の
①
為
氏
本
は
、
次
の
奥
書
を
も
っ
。

本
云
如
此
不
審
猶
臨
其
座
出
来
、
随
思
出
追
可
注
付
、
是
不
可
有
外
見
、

家
中
僻
案
所
存
也
、
志
向
者
可
随
之
欺
、

建
治
二
年
十

一
月
十

一
日

四

代

撰

者

前

亜

相

わ
か
の
う
ら
の
な
み
の
た
よ
り
の
も
し
ほ
く
さ
か
き
を
く
あ
と
を

あ
は
れ
と
も
み
よ

建
治
二
年
(
一
二
七
六
)
七
月
に
亀
山
院
の
院
宣
を
受
け
て
、
『
続
拾

遺
和
歌
集
」
の
撰
集
を
開
始
し
た
ば
か
り
の
こ
ろ
に
書
き
付
け
た
、

為
氏
の
識
語
で
あ
る
。
写
し
は
室
町
後
期
こ
ろ
か
。
為
氏
は
、
こ
の

歌
論
が
父
為
家
の
著
作
で
あ
る
と
は
言
っ

て
お
ら
ず
、
其
の
座
に
臨

ん
で
出
来
し
た
不
審
を
思
い
出
す
に
従
っ
て
注
付
し
た

「家
中
僻
案

所
存
也
」
と
断
言
し、

書
き
添
え
ら
れ
た
和
歌
の
内
容
か
ら
み
て
も
、

為
氏
自
身
の
著
述
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。
冷

泉
家
系
統
本
第

一
類
の
為
秀
若
年
の
こ
ろ
の
筆
に
な
る
⑫
河
野
美

術
館
本
の
奥
書

「以
相
伝
秘
本
具
書
写
校
合
詑
」
(
「相
伝
秘
本
」
で

は
あ
っ
た
が
、
為
家
筆
本
と
は
認
識
し
て
い
な
い
)
と
、
独
自
異
文

の
多
い
極
め
て
特
異
な
そ
の
本
文
の
あ
り
ょ
う
を
根
拠
に
臆
測
す
れ

ば、

「詠
歌
一
体
」
の
原
本
は
、
著
者
を
明
示
し
て
著
述
さ
れ
た
、
今

日
い
う
と
こ
ろ
の
純
然
た
る
為
家
の
歌
論
書
で
は
な
く
、
主
と
し
て

は
為
家
の
口
伝
の
累
積
で
は
あ
っ
て
も
、
他
筆
も
多
く
混
じ
り
、
中

に
為
氏
の
関
与
し
た
部
分
も
な
く
は
な
か
っ
た
体
の

「相
伝
秘
本
」

で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
為
家
筆
の
み
で
全
体
が
書
き
留
め
ら
れ

た
著
作
物
で
は
な
か
っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
は
、
な
お
冷
泉
家
系
統
本
の
分
析
を
通
し
て
追
究
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

(
3
)
 

こ
の
為
氏
奥
書
本
は
、
時
代
の
新
し
い
②
本
の
他
に
は
後
に
と
り

あ
げ
る
@
為
広
筆
本
の
奥
書
に
み
え
る
の
み
で
、
広
く
流
布
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
お
そ
ら
く
は
為
秀
の
時
代
、
冷
泉
家
に
お

い
て
家
の
証
本
を
校
訂
確
立
す
る
際
に
参
酌
し
(
後
に
詳
述
す
る
)
、

「
詠
歌
一
体
」
を
冷
泉
家
本
の
書
名
と
し
て
採
用
し
て
以
後
、
二
条
家

が

「詠
歌

一
体
」
の
書
名
を
標
携
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
、
ま

た
右
の
本
文
異
同
箇
所
の
う
ち
②
③
⑤
⑩
⑫
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
二

条
家
系
統
本
の
二
類
な
い
し
三
類
か
ら
枕
伝
し
は
じ
め
、
一
類
①
為

- 8-



氏
本
の
本
文
は
冷
泉
家
系
統
本
に
受
け
継
が
れ
残
っ
て
い
る
こ
と
を

主
と
し
て
勘
案
す
れ
ば
、
為
氏
本
は
お
そ
ら
く
冷
泉
家
の
秘
庫
に
隠

匿
さ
れ
て
、
外
部
に
出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

二
条
家
側
で
は
、
書
名
を
持
た
な
い
為
家
の
口
伝
(
為
氏
奥
書
本
を

基
本
と
し
若
干
靴
伝
し
た
本
文
)
が
流
布
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

二
条
家
系
統
本
、
第
二
類
は
、
す
べ
て
③
北
海
道
大
学
図
書
館
本

の
錯
簡
を
承
け
る
。
本
文
は
為
氏
本
に
最
も
近
い
け
れ
ど
も
、
大
き

な
脱
落
も
あ
り
、
為
氏
本
そ
の
も
の
で
は
な
い
一
本
(
書
名
も
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
)
を
承
け
、

「
三
賢
秘
訣
為
家
作
」
の
書
名
が
付

さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
為
氏
本
と
同
じ
く
、
④
「
思
両
人
恋
」
の
例

歌
は
「
い
つ
か
た
も
」

一
首
の
み
、
⑨
「
近
代
よ
き
歌
と
・申
合
ひ
た

る
歌
と
も
」
の
例
歌
四
首
目
の
「
旅
人
の
」
の
一
首
は
な
く
、
⑭
「
主

あ
る
調
」
も
基
本
的
に
為
氏
本
と
同
じ
で
あ
る
(
若
干
順
序
を
異
に

す
る
)
。「
三
賢
秘
訣
」
固
有
の
奥
書
は
な
く
、
書
名
の
下
に

「
為
家

作
」
と
あ
る
の
は
、
す
で
に
不
分
明
と
な
っ
て
い
た
作
者
を
注
し
て

お
く
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
ゴ
二
賢
」
と
は
、
俊
成

・

定
家

・
為
家
を
意
味
せ
し
め
て
い
る
と
思
わ
れ
、
「
御
子
左
家
三
代
の

蓄
積
し
た
和
歌
の
秘
訣
」
の
謂
い
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。

③
本
に
は
、
次
の
書
写
奥
書
が
あ
る
。

子
時
正
長
武
年
二
月
中
旬
之
候
、
為
初
学
/
稽
古
、
常
住
院
殿

以
御
本
書
写
之
畢
、

/
悪
筆
可
恥
之
右
筆
春
能
」

寛
正
二
年
五
月
十
日

法
橋
実
勝
」

本
文
と
第
一
奥
書
ま
で
が
一
筆
と
見
え
る
こ
と
か
ら
、
正
長
二
年

三
四
二
九
)
右
筆
春
能
が
書
写
し
た
本
に
、
寛
正
三
年
(
一
四
六

一
)
に
実
勝
が
年
月
日
を
別
筆
で
書
記
し
た
本
で
あ
ろ
う
。
「
常
住
院

殿
」
は
不
明
。
④
書
陵
部
本
⑤
大
和
文
華
館
本
に
も
同
じ
奥
書
が
あ

り
、
③
本
の
錯
簡
を
丁
替
わ
り
で
な
い
箇
所
に
そ
の
ま
ま
連
続
し
て

書
写
し
、
弥
縫
の
手
直
し
を
加
え
て
い
る
。

二
条
家
系
統
本
、
第
三
類
の
⑦
天
理
図
書
館
本
⑧
桑
原
文
庫
本
は
、

近
世
中
期
か
ら
後
期
の
写
本
で
、
基
本
的
に
は
為
氏
本
系
の
一
本

(
や
は
り
書
名
は
な
か
っ
た
か
)
を
承
け
、
④
「
思
両
人
恋
」
の
例

歌
は
「
い
つ
か
た
も
」
一
首
の
み
、
⑨
「
近
代
よ
き
歌
と
申
合
ひ
た

る
歌
と
も
」
の
例
歌
四
首
目
の
「
旅
人
の
」
の
一
首
は
な
く
、
⑭

「主

あ
る
詞
」
も
基
本
的
に
為
氏
本
の
も
の
で
あ
る
。
本
文
は
二
類
本
よ

り
も
さ
ら
に
為
氏
本
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
と
見
え
、
「
主
あ
る
詞
」

の
表
示
も
、
春

・
夏

・
秋

・
冬

・
恋

・
旅
に
部
類
し
て
、
歌
一
首
(
作

者
名
も
)
の
中
で
表
示
す
る
方
式
に
移
行
途
中
に
あ
る
点
に
お
い
て

特
異
で
(
詞
の
欠
脱
も
あ
る
)
、
直
接
第
四
類
に
連
接
し
て
ゆ
く
こ
と

は
な
い
。
ま
た
⑦
⑧
本
と
も
に
本
書
「
八
雲
口
伝
」
に
固
有
の
奥
書

は
な
い
。
⑦
本
は
、
「
詠
歌
大
概
」
「
和
歌
口
伝

(近
代
秀
歌
)
」

「下
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官
集
(
抜
粋
)
」
な
ど
を
後
付
合
綴
し
て
、
そ
の
末
尾
に
全
体
に
か
か

る
次
の
書
写
奥
書
が
あ
る
。

寛
文
四
暦
辰
卯
月
二
十
日
書
写
畢
/
我
足
軒
在
判

正
徳
四
暦
午
卯
月
二
十
六
日
書
写
畢
/
藤
原
宗
晃

筆
跡
か
ら
正
徳
四
年
(
一
七

一
四
)
の
写
本
と
知
れ
る
。
今
は
残
っ

て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
「
主
あ
る
詞
」
の
表
示
が
四
五
語
の
詞
を
部
類

し
て
列
記
す
る

一
段
階
前
の
方
式
を
と
り
、
「
八
雲
口
伝
」
の
書
名
を

冠
し
、
本
文
細
部
は
次
の
四
類
本
に
近
似
す
る
一
本
が
あ

っ
て
、
そ

れ
を
基
に
し
て
第
四
類
本
は
成
立
し
た
で
あ
ろ
う
。

こ
の
第
三
一
類
本
で
は
、
書
名
が
「
八
雲
口
伝
」
と
さ
れ
た
こ
と
が

重
要
で
、
以
後
こ
れ
が
一
一
条
家
系
統
本
の
書
名
と
し
て
定
着
す
る
。

「
八
雲
口
伝
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、

「三
賢
」
よ
り
も
さ
ら
に
広

く
、
「
八
雲
の
道
の
口
伝
」
「
和
歌
の
道
の
口
伝
」
の
意
で
あ
る
に
ち

が
い
な
く
、
何
人
の
命
名
に
な
る
か
は
不
明
な
が
ら
、
二
条
流
の
誰

か
に
よ
る
命
名
で
は
あ
ろ
う
。
冷
泉
流
に
対
抗
す
る
意
識
も
あ
っ
た

か
。
後
付
「
詠
歌
大
概
」
の
奥
に
、
「
此
集
物
も
民
部
卿
入
道
為
家
作

云
々
」
と
あ
り
、
「
和
歌
口
伝

(近
代
秀
歌
こ
の
奥
に
、
「
此
集
物
京

極
中
納
言
入
道
定
家
作
也
」
と
あ
る
の
は
、
作
者
の
こ
と
に
あ
ま
り

明
る
く
な
い
人
物
の
関
与
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

二
条
家
系
統
本
の
第
四
類
は
、
為
氏
本
系
の
本
文
を
基
本
と
し
な

が
ら
も
、
冷
泉
家
系
統
の
本
文
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
、
混
態
の
本
文

が
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
。

第
四
類
第
一
種
⑨
尊
経
閣
文
庫
本
は
、
室
町
期
の
写
本
で
、
「
八

雲
口
伝
号
詠
歌
一
体
」
の
書
名
を
冠
し
、
次
の
奥
書
を
も
っ
。

弘
長
之
比
任
先
人
之
庭
訓
為
後
学
之

遺
鏡
不
顧
老
眼
之
不
堪
雨
中
記
之
当
家
之

外
莫
出
他
家
努
々
可
秘
之

桑
門
融
覚
在
判

為
家
が
「
弘
長
之
比
」
に
書
き
記
し
た
奥
書
が
あ
っ
た
と
は
考
え
難

い
が
、
「
当
家
」
と
は
二
条
家
を
意
味
せ
し
め
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、

二
条
流
の
何
人
か
に
よ
っ
て
偽
装
さ
れ
た
奥
書
で
あ
る
に
相
違
な
い
。

こ
の
奥
書
を
付
し
た
こ
と
は
冷
泉
流
へ
の
対
抗
姿
勢
の
現
れ
で
あ
ろ

う
し
、
書
名
の
「
号
詠
歌

一
体
」
は
、
世
上
に
流
布
す
る
冷
泉
家
系

統
本
の
書
名
を
無
視
で
き
ず
取
り
入
れ
た
こ
と
の
表
示
で
あ
る
に
ち

が
い
な
い
。
④

「
等
思
両
人
恋
」
の
例
歌
は
、
「
い
つ
か
た
も
」
の

歌
と
冷
泉
家
系
統
本
の
「
津
の
国
の
」
の
歌
を
、

「是
は
平
懐
に
み
ぐ

る
し
き
也
」
で
繋
ぐ
こ
と
な
く
(
繋
げ
ば
二
条
家
本
本
文
を
否
定
し

冷
泉
家
本
を
優
位
に
位
置
せ
し
め
る
こ
と
に
な
る
)
、
対
等
に
並
記
す

る
方
式
を
と
り
は
じ
め
、
⑪
「
か
さ
ね
詞
の
事
」
の
例
歌
一
首
目
に

「
け
ふ
か
と
も
あ
す
と
も
し
ら
ぬ
白
菊
の
し
ら
ず
い
く
よ
を
ふ
べ
き

我
が
身
ぞ
」
が
加
わ
っ
て
く
る
。
⑨
本
の
「
主
あ
る
調
」
は
、
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四
五
語
で
、
二
条
家
系
統
本
の
数
の
ま
ま
で
あ
る
。

第
二
種
⑩
青
山
文
庫
本
に
は
奥
書
は
な
い
が
、
「
主
あ
る
詞
」
と
し

て
冷
泉
家
系
統
本
に
固
有
の
「
あ
や
め
ぞ
か
ほ
る
」
「
雨
の
タ
く
れ
」

「
月
や
を
じ
ま
の
」
「
雪
の
タ
く
れ
」
の
四
語
が
追
加
さ
れ
て
、
混
態

の
度
合
い
が
一
段
と
増
大
し
、
第
五
類
に
連
続
し
て
ゆ
く
。

二
条
家
系
統
本
第
五
類
の
写
本

・
板
本
に
は
、

⑨
本
奥
書
の
最
後

の
部
分
が
「
当
家
之
外
而
他
家
努
々
可
秘
之
」
と
若
干
詑
伝
し
、
署

名
の
「
桑
門
」
が
消
え
て
「
融
覚
判
」
の
み
と
な
る
。
ま
た

「主
あ

る
詞
」
は
、
「
春
」
「
夏
」
以
下
の
部
類
名
が
な
く
な
っ
て
詞
を
列
記

す
る
の
み
の
方
式
と
な
り
、
本
文
細
部
の
批
伝
も
増
加
し
て
ゆ
く
。

写
本
⑪
細
川
文
庫
本
⑫
書
陵
部
本
⑬
天
理
図
書
館
本
は
、
天
正
十

九
年
(
一
五
五
O
)
十
二
月
四
日
に
細
川
幽
斎
が
編
ん
だ
「
和
歌
秘

抄
(
六
部
抄
こ
の

一
部
を
な
す
も
の
で
、
こ
の
系
統
の
写
本
が
頗
る

多
く
伝
存
す
る
。
叢
書
全
体
の
奥
書
が
『
近
来
風
体
抄
』
の
末
尾
に
、

右
和
歌
秘
抄
随
一
覧
連
々
加
書
写

今
作
一
帖
於
座
右
為
披
見
也
敢
不
可

出
窓
外
耳
失

天
正
十
九
暦
措
月
初
四
/
玄
旨
(
花
押
)

と
記
さ
れ
て
お
り
、

「和
歌
秘
抄
」
の
叢
書
名
で
、
『
近
代
秀
歌
』
『
正

風
体
抄
」
『
毎
月
抄
』
『
八
雲
口
伝
』
「
夜
の
鶴
』
『
近
来
風
体
抄
」
の

六
部
の
著
作
が
、
細
川
幽
斎
に
よ
っ
て
集
成
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
。

な
お
⑪
本
に
は
右
の
幽
斎
奥
書
の
後
に
、
「
右
一
冊
幽
斎
以
自
筆
本

令
書
写
之
/
慶
長
六
年
正
月
十
六
日
実
顕
/

一
校
畢
」
と
あ
る

(5
)
 

(
慶
長
六
年
は
一
六
O
一
年
)
。

刊
年
は
確
か
め
ら
れ
な
い
が
、
⑫
板
本

「和
歌
六
部
抄
」
の
末
尾

に
も
同
じ
天
正
十
九
年
の
奥
書
が
付
さ
れ
て
お
り
、
「
主
あ
る
調
」
は

部
類
分
け
せ
ず
に
列
記
す
る
の
み
の
書
式
で
、
「
わ
れ
で
も
末
に
」

「
身
を
こ
か
ら
し
の
」
「
袖
さ
へ
な
み
の
」
の
一
行
分
三
語
を
脱
し
て

い
る
。
⑬
の
写
本
(
同
じ
函
架
番
号
で
二
部
架
蔵
さ
れ
る
内
の
大
き

い
方
、
渋
引
き
表
紙
で
、
幽
斎
の
花
押
似
書
き
の
あ
る

一
冊
)
は
、

行
数

・
各
行
の
字
詰
め
ま
で
全
く
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
本

が
板
本
「
和
歌
六
部
抄
」
『
八
雲
口
伝
号
詠
歌
一
体
』
の
底
本
と
さ
れ
た

こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
和
歌
六
部
抄
」
の
全
体
に
つ
い
て

み
て
も
、
天
理
本

「和
歌
秘
抄
」
と
完
全
に

一
致
す
る
の
で
、
こ
れ

が
板
本
の
底
本
で
あ
る
と
断
定
で
き
る
。
「
和
歌
六
部
抄
」
板
本

『八

雲
口
伝
』
は
、
無
界
の
板
心
に
「
六
部
抄
中
一
ヨ
リ
O
廿
二
」
1

「
六
部
抄
中
終

O
四
六
」
と
あ
る
。

⑮
元
禄
十
五
年
(
一
七
O
二
)
刊
本
「
和
歌
古
語
深
秘
抄
」
の
「
八

雲
口
伝
号
詠
歌
一
体
』
も
、
六
部
抄
本
と
全
く
同
じ
板
下
が
使
用
さ
れ

て
い
る
。

⑮
書
陵
部
本
は
、
『
入
雲
口
伝
』
融
覚
奥
書
の
後
に
、
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右
写
本
之
通
写
置
重
而
合
他
本
可
校
合
者
也

元
禄
十
三
年
庚
辰
重
陽
日
春
山
樵
夫

為
家
卿
作
三
賢
秘
訣
之
号
重
此
事
歎
猶
可
尋

此
秘
書
中
津
川
先
生
よ
り
借
用
写
置
者
也

明
和
元
年
甲
申
陽
月
日

と
あ
り
、
こ
の
本
の
内
容
と
⑮
元
禄
九
年
(
一
六
九
六
)
の
刊
本
と

は
き
わ
め
て
近
い
関
係
に
あ
る
(
板
本
か
ら
の
写
し
で
は
な
い
)
。

そ
の
⑮
刊
本
『
八
雲
口
伝
号
詠
歌
一
体
』
は
、
⑫
⑮
の
「
和
歌
六
部
抄
」

「
和
歌
古
語
深
秘
抄
」
両
叢
書
板
本
と
は
異
な
る
板
で
、
「
主
あ
る
詞
」

の
内
、
「
空
さ
へ
匂
ふ
」
「
空
さ
へ
か
け
て
」
の
順
に
な
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
小
さ
な
相
違
が
か
な
り
あ
る
。
同
じ
幽
斎
編
叢
書

「和
歌
秘

抄
」
の
系
統
下
に
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
も
の
の
、
や
や
異
な
っ
た

位
置
に
あ
る
と
見
え
る
。
こ
の
元
禄
九
年
の
単
行
本
と
二
つ
の
叢
書

所
収
本
が
、
近
世
期
を
通
じ
て
広
く
流
布
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
っ
た
。

判

第
五
類
の
写
本
・
板
本
の
特
徴
は
、
①
「
重
ね
句
の
事
」
の
例
歌

「
今
日
か
と
も
あ
す
と
も
し
ら
ぬ
白
菊
の
し
ら
す
い
く
よ
を
ふ
へ
き

我
身
そ
」
の
下
句
が
「
し
ら
す
我
身
は
い
く
よ
ふ
へ
き
そ
」
と
な
っ

て
い
る
こ
と
、
②
「
歌
の
こ
と
は
の
事
」
の
い
わ
ゆ
る
「
主
あ
る
詞
」

が
、
二
条
家
系
統
本
固
有
の
四
十
五
語
の
上
に
冷
泉
家
系
統
本
に
し

か
な
い
四
語
も
す
べ
て
取
り
入
れ
て
、
全
部
で
四
十
九
語
か
ら
な
っ

て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
列
記
の
仕
方
に
一
一
種
類
(
詞
の
グ
ル
ー
プ
別

け
を
残
す
も
の
と
、
全
て
を
列
記
す
る
も
の
)
の
別
は
あ
っ
て
も
、

そ
れ
ら
の
語
を
部
類
分
け
す
る
こ
と
な
く
列
記
し
て
い
る
こ
と
、
の

三
点
に
顕
著
で
あ
る
。

ち
な
み
に
「
近
来
風
体
抄
』
(
一
二
一
八
七
年
成
立
)
所
引
の
「
主
あ

る
詞
」
は
、

「詠
歌
一
体
に
し
る
せ
り
」
「
以
上
詠
歌
一
体
に
あ
り
」

と
あ
る
と
お
り
、
冷
泉
家
系
統
本
「
詠
歌
一
体
」
の
本
文
に
ほ
ぼ
一

致
す
る
(
四
一
一
一
語
)
が
、
「
乱
れ
て
な
び
く
」
(
冷
「
絶
え
間
に
な
ぴ

く
」
)
「
わ
れ
で
も
末
に
(
冷
「
わ
れ
て
末
に
も
」
)
「
我
の
み
け
た
ぬ
」

(
冷
「
我
が
身
に
け
た
ぬ
」
)
の
形
は
二
条
家
系
統
の
本
文
で
あ
り
、

ご
く
些
細
な
部
分
に
お
い
て
混
態
が
生
じ
は
じ
め
て
い
る
。
二
条
良

基
と
冷
泉
為
秀
の
生
き
た
時
代
は
重
な
り
、
直
接
の
交
渉
も
あ
っ
た

が
、
為
秀
の
没
(
一
三
七
二
年
)
後
間
も
な
い
頃
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
12 

二
条
家
系
統
第
六
類
⑩
の
歴
史
民
族
博
物
館
蔵
高
松
宮
本
「
八
雲

口
伝

号
詠
歌
一
体
」
は
、
第
五
類
の
本
文
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
歌

の
詞
の
事
」
が
丙
本
の
形
(
部
類
分
け
が
あ
っ
て
、
詞
と
作
者
な
ら

び
に
歌

一
首
を
掲
げ
る
)
で
、
後
続
の
文
は
広
本
の
も
の
で
「
さ
せ

る
詮
に
で
も
な
き
詞
の
ゆ
へ
な
り
」
ま
で
。
そ
し
て
「
古
歌
を
取
る

事
」
以
下
が
な
く
、
代
わ
り
に
「
一
不
可
好
詠
詞
但
用
捨
之
事
」
と

「
粟
田
口
大
納
言
基
良
卿
被
注
送
草
云
」
が
付
加
さ
れ
た
、
広
本
(
甲



本
)
と
略
本
(
丙
本
)
の
混
合
本
と
で
も
一
言
、
つ
べ
き
不
思
議
な
内
容

の
本
で
、
し
か
も
次
の
奥
書
を
持
つ
。

以
曾
祖
父
卿
自
筆
本
令
写
校
合
畢
、
尤
可
為
証
本
失

左
兵
衛
督
為
秀
判

文
明
第
十
一
暦
林
鐘
下
旬
之
候
、
於
周
防
勝
音
寺
閑
窓
令

書

写

市

巳

右

相

府

在

判

延

徳

三

年

五

月

十

四

日

書

写

之

莞

淵

在

判

為
秀
の
左
兵
衛
督
は
、
延
文
元
年
(
一
三
五
六
)
正
月
二
十
八
日
か

ら
延
文
四
年
(
一
三
五
九
)
正
月
二
十
六
日
ま
で
。
右
相
府
は
三
条

公
敦
(
一
四
三
九
|

一
五
O
七
。
実
量
の
子
、
従
一
位
右
大
臣
)
で
、

文
明
十
一
年
(
一
四
七
九
)
四
月
に
周
防
に
下
向
、
大
内
政
弘
や
被

官
と
交
流
し
た
人
物
。
嘉
淵
は
、
生
没
年
未
詳
。
下
冷
泉
政
為
の
子

で
、
天
文
二
年
(
一
五
三
二
一
)
周
防
に
下
り
山
口
に
滞
在
し
た
。
「左

兵
衛
督
為
秀
」
の
奥
書
は
冷
泉
家
系
統
本
に
も
見
え
ず
、
こ
れ
の
み

で
あ
る
点
も
不
審
で
、
為
秀
が
為
家
を
「
曾
祖
父
卿
」
と
い
う
は
ず

も
な
く
、
こ
の
こ
と
も
不
審
で
あ
る
。
し
か
し
、
下
冷
泉
家
の
者
が

関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
、
地
方
に
お
け
る
流
布
の
一
斑
を

窺
う
こ
と
は
で
き
る
。
こ
れ
は
板
本
の
成
立
と
は
無
関
係
の
特
殊
な

孤
立
し
た
一
本
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

以
上
、
元
禄
年
間
の
三
種
類
の
板
本
成
立
に
至
る
ま
で
の
、
二
条

家
系
統
諸
本
と
成
立
に
つ
い
て
概
説
し
て
き
た
が
、

念
図
と
し
て
一
不
す
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

い
ま
そ
れ
を
概
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、伍(1
)

①
佐
藤
恒
雄
「
詠
歌
一
体
考
」
(
『
言
語
と
文
芸
』
第
四
十
号
、
昭

和
四
十
年
五
月
)
。
福
田
秀
一

・
佐
藤
恒
雄
「
詠
歌
一
体
」
校
注
・
解

説
(
中
世
の
文
学

『歌
論
集
(
一
)
』
昭
和
四
十
六
年
二
月
、
三
弥
弁

書
庖
)
。
②
佐
藤
恒
雄
「
詠
歌

一
体
解
説
」
(
徳
川
繁
明
会
叢
書

「
桐
火
桶
・
詠
歌
一
体
締
語
抄
-
平
成
元
年
七
月
、
恩
文
閣
出
版
)
。

③
佐
藤
恒
雄
「
詠
歌
一
体
解
題
」
(
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
六
巻

『
続
後
撰
和
歌
集
為
家
歌
学
』
平
成
六
年
二
月
、
朝
日
新
聞
社
)
。

(
2
)

錦
仁
・
小
林

一
彦
『
冷
泉
為
秀
筆
詠
歌
一
体
」
(
平
成
十
三
年
十
月
、

和
泉
書
院
)
0

(
3
)

第
一
類
②
本
は
、
為
氏
奥
書
の
あ
と
に
、
前
置
す
る

『和
歌
聞
書
』



と
併
せ
た
奥
書
を
、
一
丁
九
行
の
罫
紙
に
次
の
と
お
り
記
す
。

〈紘
敬

一
体
)

此
両
冊
、
東
本
願
寺
光
勝
大
僧
正
所
持
請
一
覧
、
此

一
冊
ハ
懇

〈和
欧
問
答
}

切
に
て
有
益
事
共
也
、
深
可
味
者
、
当
時
に
も
有
用
也
、
初

一
冊

ハ
、
愚
眼
浅
学
に
で
も
不
審
之
事
有
歎
之
旨
答
、
返
却
畢
、

以
愚
筆
写
之
畢

安

政

三

年

五

月

花

押

安
政
三
年
(
一
八
五
六
)
の
書
写
本
で
、
①
本
を
忠
実
に
書
写
し
て

い
る
。

(
4
)

④
本
に
は
、
さ
ら
に
次
の
奥
書
が
あ
る
。

右
以
羽
林
博
意
朝
臣

〈東
久
世
殿
〉
御
本
写
之
、
/
併
令
一
校

源
博
意
は
、
天
和
三
年

(
一
六
八
三
)
正
月
五
日
叙
従
四
位
上
(
二

十
五
歳
)
、
元
禄
元
年
(
一
六
八
八
)
二
月
二
十
九
日

(三
十
歳
)
任

右
中
将
、
元
禄
三
年

(
一
六
九
O
)
四
月

一
日
(
三
十
三
歳
)
博
高
と

改
名
し
て
い
る
か
ら
、

天
和
三
年
以
降
元
禄
三
年
四
月
以
前
の
聞
の

書
写
本
で
あ
る
。

(
5
)

⑭
書
陵
部
本
⑮
書
陵
部
本
も
同
系
の
本
文
で
あ
る
が
、

⑬
本
は

「八
雲
口
伝
」
「
愚
問
賢
註
」
「
近
来
風
体
」
の
三
本
を
合
綴
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
奥
書
の
末
尾
に
、
以
下
の
ご
と
く
あ
る
。

慶
長
五
年
九
月
白
妙
庵
伝
領
之
/
内
也

也
足
受
素
然
(
花
押
似
書
こ

寛
永
第
十
五
歳
五
月
十
三
日
肖
柏
自
筆
本
不
慮

実
覧
之
間

一
校
了

〈但
件
本
有
欠
字
欠
行
所
々
の
落
字
等
在
之

也
〉

特
進
亜
相
通
村

慶
長
五
年
三
六
O
O
)
の
中
院
通
勝
筆
本
に
、
寛
永
十
五
年

(
一

六
三
八
)
嗣
子
通
村
が
肖
柏
筆
本
に
よ
っ
て
校
合
を
加
え
た
本
と
い

う
素
性
が
た
ど
れ
る
が
、
校
合
の
あ
り
様
を
み
る
と

「近
来
風
体
」

の
み
の
奥
書
で
あ
る
ら
し
い
。
全
体
の
奥
に
は
「
烏
丸
家
本
ヲ
以
て
令

写
之
/
甲
寅
仲
秋
(
花
押
)
」
と
あ
る
。
花
押
の
主
は
特
定
で
き
な
い

が
、
筆
跡
や
本
の
形
態
な
ど
か
ら
、

「甲
寅」

は
延
宝
二
年

(
一
六
七

四
)
で
あ
ろ
、
っ
。

14 

(
本
学
教
授
)


